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尾
崎
紅
葉
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字
に
つ
い
て

増　

井　

典　

夫

１
．
は
じ
め
に

　

私
の
学
生
時
代
の
研
究
の
ス
タ
ー
ト
は
、
大
学
３
年
時
に
気
に
な
っ
た
、「
す
ご
い
か
わ
い
い
！
」（「
す
ご
く
」
を
「
す
ご
い
」
と
し
て
使
用
）

と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
す
ご
い
」
で
程
度
修
飾
す
る
副
詞
的
用
法
は
い
つ
頃
か
ら
み
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
つ
い

て
は
、そ
の
当
時
は
ほ
と
ん
ど
答
え
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、代
わ
っ
て
「
え
ら
い
大
き
い
」（「
え
ら
く
」
で
な
く
「
え
ら
い
」
を
使
用
）
と
い
っ

た
表
現
が
近
世
後
期
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
が
、
卒
論
修
論
で
の
研
究
の
、
一
つ
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
修
論
の
段
階
で
、
明
治
期
の
「
え
ら
い
」「
お
そ
ろ
し
い
」
形
の
副
詞
的
用
法
を
調
査
し
て
い
く
過
程
で
、
尾
崎
紅
葉
の
作
品
に

行
き
当
た
っ
た
。

　

尾
崎
紅
葉
の
『
多
情
多
恨
』（
明
治
二
九
年
・
一
八
九
六
年
）
や
『
金
色
夜
叉
』（
明
治
三
○
～
三
五
・
一
八
九
七
～
一
九
○
二
年
）
で
は
、「
え

ら
い
」
を
「
偉
い
」、「
お
そ
ろ
し
い
」
を
「
可
恐
い
」、「
す
ば
ら
し
い
」
を
「
可
感
い
」
と
い
っ
た
表
記
が
見
ら
れ
る
（『
金
色
夜
叉
』
で
は
日

本
近
代
文
学
館
の
複
製
本
本
文
、『
多
情
多
恨
』
で
は
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
、
明
治
三
〇
年
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
本
文
（
初
版
第
三

刷
の
も
の
）
を
使
用
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
金
色
夜
叉
』『
多
情
多
恨
』
と
も
初
版
本
と
称
し
て
い
く
。
な
お
、
こ
れ
以
降
、
漢
字
は
新
字
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体
で
示
し
て
い
る
）。

・「
其
よ
り
も
つ
と
偉え
ら

い
話
が
あ
る
、」（『
多
情
多
恨
』
初
版
本
三
四
六
頁
）・

・「
あ
ら
、
ま
あ
金ダ
イ
ア
モ
ン
ド

剛
石
？
？
」

　
「
可す
ば
ら
し感

い
金
剛
石
。」

　
「
可お
そ
ろ
し恐
い
光
る
の
ね
、
金
剛
石
。」

　
　

 （『
金
色
夜
叉
』、
初
版
本
前
編
一
八
、
一
九
頁
）

　

な
お
、今
回
の
論
考
は
増
井
典
夫（
二
○
一
二
）『
近
世
後
期
語
・
明
治
時
代
語
論
考
』第
六
章
、和
泉
書
院（
元
論
文
は
二
○
○
三
及
び
二
○
○
四
）

を
踏
ま
え
た
上
で
、
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

２
．
先
学
の
研
究
に
つ
い
て

　

形
容
語
の
「
可
」
に
つ
い
て
の
先
学
の
研
究
と
し
て
は
、ま
ず
玉
村
文
郎
「
尾
崎
紅
葉
・
幸
田
露
伴
の
漢
字
―
『
多
情
多
恨
』
と
『
五
重
塔
』
―
」

（『
漢
字
講
座
９　

近
代
文
学
と
漢
字
』
所
収
、
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
可
―
」
型
の
形
容
詞
の
多
用
は
「
近

代
中
国
語
の
表
記
へ
の
接
近
」
だ
と
指
摘
す
る
。

　

次
に
、
岡
本
勲
「
自
然
主
義
文
学
の
漢
字
」（『
漢
字
講
座
９　

近
代
文
学
と
漢
字
』
所
収
、
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
で
は
、「
可な
つ
か懐

し
い
」

と
「
不い
け
な可
い
」
と
い
う
表
記
は
「
花
袋
・
藤
村
・
秋
声
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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他
、近
藤
瑞
子
『
近
代
日
本
語
に
お
け
る
用
字
法
の
変
遷
―
尾
崎
紅
葉
を
中
心
に
―
』（
翰
林
書
房
、二
○
○
一
年
）
で
は
、形
容
詞
「
ツ
ラ
イ
」

に
つ
い
て
の
検
討
の
中
で
、「
伽
羅
枕
」（
明
治
二
三
・
一
八
九
○
）
に
見
ら
れ
る
「
可
愁
」
の
表
記
を
表
中
で
示
し
て
い
る
。

３
．
初
版
本
と
全
集
本
の
校
訂
な
ど

　
『
金
色
夜
叉
』
の
「
初
版
本
」
と
『
明
治
文
学
全
集
』、『
多
情
多
恨
』
の
「
初
版
本
」
と
岩
波
版
『
全
集
』
と
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な

違
い
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
『
金
色
夜
叉
』
で
だ
が
、
次
の
よ
う
な
違
い
も
見
ら
れ
る
。

初
版
本

明
治
文
学
全
集

可な
つ
か
し懐

さ
と
可は

づ
か
し耻

さ
と
を
（
中
編
一
○
三
）

可い

や厭
ら
し
い
（
後
編
一
○
○
）

情ラ
ヴ
ァ人

（
続
編
五
九
）

不い

や好
な
（
続
々
編
六
三
）

可な
つ
か懐
し
さ
と
可お
そ
ろ恐
し
さ
と
可は
づ
か耻
し
さ
と
を
（
１
８
２
頁
）

可い
や
ら
し厭

い
（
２
２
８
頁
）

情い

ろ人
（
２
５
８
頁
）

不い

や可
な
（
３
０
４
頁
）

　

な
お
、
初
版
は
パ
ラ
ル
ビ
、
明
治
文
学
全
集
で
は
総
ル
ビ
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
文
学
全
集
は
中
央
公
論
社
版
『
尾
崎
紅
葉
全
集
』（
昭
和

一
六
年
刊
）
に
よ
っ
て
い
る
。
中
央
公
論
社
版
の
本
文
は
初
版
本
よ
り
後
の
、
紅
葉
自
身
の
校
訂
の
手
が
入
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
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『
多
情
多
恨
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

初
版
本

紅
葉
全
集
（
岩
波
版
第
６
巻
）

可う
ら
め
し恨
さ
う
（
一
三
頁
）

可う
ら
め怨
し
さ
う
（
二
一
頁
）

可む
つ
ま
し睦
く
（
七
○
頁
）

可う
と
ま
し疎
さ
う
（
九
七
頁
）

恨う
ら
めし
さ
う
（
１
２
頁
）

怨
め
し
さ
う
（
１
７
頁
）

睦
し
く
（
５
２
頁
）

疎う
と
まし
さ
う
（
７
２
頁
）

　
『
紅
葉
全
集
』
は
「
原
則
と
し
て
初
版
本
に
よ
っ
た
」
と
し
て
い
る
の
だ
が
、「
誤
記
・
誤
植
を
正
し
た
」
と
は
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
注
記
な
し
の
「
訂
正
」（「
誤
記
・
誤
植
を
正
し
た
」
と
い
う
こ
と
か
）
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
宗
像
和
重
校
訂
）。
ま
た
『
紅
葉

全
集
』
に
は
「
振
り
が
な
は
補
っ
た
場
合
が
あ
る
」
と
は
書
い
て
あ
る
が
、
ル
ビ
を
取
っ
た
場
合
が
あ
る
と
は
書
い
て
い
な
い
。

　

当
該
箇
所
を
見
る
限
り
、
こ
の
岩
波
版
『
紅
葉
全
集
』「
第
六
巻
」
は
「
初
版
本
」
よ
り
も
明
治
文
学
全
集
が
よ
っ
た
中
央
公
論
社
版
『
尾
崎

紅
葉
全
集
』「
第
五
巻
」（
昭
和
一
七
年
刊
）
に
近
く
、「
初
版
本
」
よ
り
も
「
可
―
」
型
の
形
容
詞
表
記
を
減
ら
し
、
現
代
で
の
一
般
的
表
記
に

少
し
近
づ
け
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
紅
葉
の
晩
年
の
表
記
の
感
覚
を
反
映
し
た
も
の
か
、
と
も
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、

初
版
本

紅
葉
全
集
（
岩
波
版
）

残ざ
ん
こ
く刻

（
二
四
頁
）

富と

ん
ど
る
（
三
五
頁
）

残ざ
ん
こ
く酷

（
１
９
頁
）

富と

む
ど
る
（
２
６
頁
）
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な
ど
と
い
っ
た
「
訂
正
」
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
注
記
な
し
の
訂
正
で
あ
る
。
な
お
、『
金
色
夜
叉
』
に
は
「
残
刻
」
が
６
例
（
中
編
一
二
頁
）

に
１
例
、
中
一
八
五
頁
に
４
例
、
中
一
八
六
頁
に
１
例
）
ほ
ど
見
ら
れ
る
が
、
岩
波
版
『
紅
葉
全
集
』
第
７
巻
、
さ
ら
に
は
『
明
治
文
学
全
集
』

で
も
「
残
刻
」
と
な
っ
て
い
る
。

４
．「
可
笑
し
い
」「
可
愛
い
」「
可
哀
そ
う
」「
可
憐
」
な
ど

　

さ
て
、『
金
色
夜
叉
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
尾
崎
紅
葉
の
特
徴
的
な
表
記
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
可
」
の
字
を
用
い
た
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
表

記
だ
が
、
こ
の
う
ち
「
可
哀
」「
可
愛
」「
可
笑
」「
可
憐
」
な
ど
は
か
な
り
一
般
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
可
哀
」「
可
憐
」
は

特
徴
あ
る
読
み
が
見
ら
れ
る
。

　
「
可
笑
し
い
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
、

高
山
寺
本
名
義
抄
「
可
笑　

ヲ
カ
シ　

ア
ナ
ヲ
カ
シ
」

の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
使
用
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、
こ
の
ほ
か
、「
可
疑
」「
可
恨
」「
可
憎
」「
可
悩
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
中
国
語
の

影
響
と
見
て
良
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
「
可
悩
」
は
『
大
漢
和
』
で
は
「
腹
立
た
し
い
」
で
あ
っ
て
「
悩
ま
し
い
」
で
は
な
い
が
。

　

他
、
例
え
ば
『
江
戸
明
治
唐
話
用
例
辞
典
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
に
は
「
可
口
」「
可
是
」「
可
笑
」
の
三
項
目
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
尾
崎
紅
葉
の
表
記
の
特
徴
は
、「
可
哀
」「
可
憐
」
の
読
み
の
他
、
こ
れ
ら
以
外
の
表
記
例
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、「
可
哀
」「
可
憐
」
を
含
む
、
複
数
の
読
み
の
例
が
あ
る
も
の
を
次
に
挙
げ
る
。
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可
哀
（
あ
は
れ
、
か
あ
い
）
可
憐
（
い
と
し
、
し
を
ら
し
、
あ
は
れ
。「
伽
羅
枕
」
で
は
「
か
は
ゆ
し
」）

可
傷
（
い
た
は
し
、
い
た
ま
し
）　

可
忌
（
い
ま
は
し
、
う
と
ま
し
）　

加
愁
（
う
れ
は
し
。「
伽
羅
枕
」
で
は
「
つ
ら
し
」）
可
恐
（
お
そ

ろ
し
い
、
こ
は
い
、
こ
は
ら
し
い
）
可
羞
（
は
ぢ
が
ま
し
、
は
づ
か
し
）

　

こ
れ
ら
の
例
は
紅
葉
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
紅
葉
の
試
行
錯
誤
が
見
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

５
．『
金
色
夜
叉
』
に
見
る
形
容
詞
の
送
り
仮
名

　

送
り
仮
名
に
つ
い
て
、『
金
色
夜
叉
』
で
の
形
容
詞
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
用
字
例
は
ク
活
用
の
も
の
が
「
可か

は
い愛

い
」「
可に

く憎
い
」「
可い

い
」
の

３
種
で
、
残
り
は
シ
ク
活
用
と
な
る
。

　

シ
ク
活
用
の
も
の
の
う
ち
、①
送
り
仮
名
で「
い
」ま
た
は「
き
」し
か
送
っ
て
い
な
い
、あ
る
い
は
何
も
送
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る（
１
４
種
）。

次
に
挙
げ
る
（「
中
八
二
」
は
「
中
編
八
二
頁
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
）。

　
　

可
傷　
　

可い
た
は
し傷

き
（
中
八
二
）

　
　

可
痛　
　

可い
た
は
し痛

（
続
八
）

　
　

可
傷　
　

可い
た
ま
し傷

（
続
一
一
）　

可
傷
く
（
続
々
一
四
）

　
　

可
憐　
　

可い
と
し憐

（
前
八
六
）　

可い
と
し憐

き
（
前
一
○
二
）

　
　

可
怜　
　

可い
と
し怜

さ
（
続
一
三
四
）

　
　

可
懼　
　

可お
そ
ろ
し
さ懼（
前
一
三
六
）
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可
悲　
　

可か
な
し
さ悲

（
前
一
三
六
）　

可か
な
し悲

さ
（
続
四
六
）　

可か
な
し悲

き
（
続
々
八
七
）

　
　

可
好　
　

可こ
の
ま
し好
く
（
中
一
三
七
）

　
　

可
感　
　

可す
ば
ら
し感
い
（
前
一
九
）

　
　

空
可
恐　

空そ
ら
お
そ
ろ
し

可
恐
く
（
後
二
）

　
　

可
艱　
　

可な
や
ま
し艱
げ
（
後
七
五
）

　
　

可
恥　
　

可は
づ
か恥

く
（
中
一
二
七
）（『
全
集
』
で
の
ル
ビ
は
「
は
づ
か
し
」）

　
　

可
慚　
　

可は
づ
か
し慚
く
（
後
九
）

　
　

可
難　
　

可む
つ
か
し難

げ
（
後
一
二
二
）

　

な
お
、「
続
々
八
五
頁
」
に
は
「
悲
か
り
し
は
」（
ル
ビ
な
し
）
と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
が
、「
可か
な
し悲
き
」
と
「
悲か
な
しき
」
の
違
い
は
分
か
ら
な
い
。

　

一
方
、
②
「
し
」
か
ら
送
っ
て
い
る
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
１
０
種
）

　
　

可
訝　
　

可い
ぶ
か訝

し
き
（
続
一
四
○
）

　
　

可
疑　
　

可う
た
が
は疑

し
き
（
続
一
一
四
）

　
　

可
疎　
　

可う
と
ま疎

し
（
中
五
三
）（
他
三
例
）

　
　

可
忌　
　

可う
と
ま忌

し
（
後
七
九
）

　
　

可
愁　
　

可う
れ
は愁

し
き
（
後
一
六
三
）

　
　

可
耀　
　

可か
が
や
か耀
し
く
（
後
九
八
）
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可
頼　
　

可た
の
も頼

し
い
（
前
九
八
）

　
　

可
悩　
　

可な
や
ま悩
し
げ
（
前
一
四
七
）（
他
二
例
）

　
　

可
羞　
　

可は
ぢ
が
ま羞
し
く
（
前
六
八
）

　
　

可
煩　
　

可わ
づ
ら
は煩
し
く
（
中
四
一
）（
他
一
例
）

　

③
「
い
（
き
）」
だ
け
送
る
（
何
も
送
っ
て
い
な
い
も
の
も
含
む
）
も
の
と
、「
し
」
か
ら
送
っ
て
い
る
も
の
の
両
方
見
ら
れ
る
も
の
（
１
２
種
）

　
　

可
忌　
　

可い
ま
は
し忌

（
中
三
一
）（
他
三
例
）　

可い
ま
は忌

し
き
（
前
五
六
）（
他
二
例
）

　
　

可
恨　
　

可う
ら
め
し恨

く
（
後
一
三
七
）　

可う
ら
め恨

し
（
前
一
○
三
）

　
　

可
羨　
　

可う
ら
や
ま
し羨い
（
前
一
五
七
）（
他
一
例
）　

可う
ら
や
ま羨
し
い
（
前
五
三
）（
他
三
例
）

　
　

可
恐　
　

可お
そ
ろ
し恐
い
（
前
一
九
）（
他
十
三
例
。「
お
ツ
そ
ろ
し
い
」
一
例
含
む
）　

可お
そ
ろ恐
し
き
（
前
九
一
）（
他
四
例
）

　
　

可
憐　
　

可し
を
ら
し憐

く
（
続
一
三
四
）　

可し
を
ら憐

し
（
続
一
二
○
）（
他
三
例
）

　
　

可
慎　
　

可つ
つ
ま
し慎

げ
（
中
二
六
）（
他
一
例
）　

可つ
つ
ま慎

し
う
（
中
七
五
）（
他
二
例
）

　
　

可
懐　
　

可な
つ
か
し懐

さ
（
中
八
九
）（
他
五
例
）（
他
「
可
懐
む
」
一
例
あ
り
）。　

可な
つ
か懐

し
き
（
前
八
三
）（
他
四
例
）

　
　

可
羞　
　

可は
づ
か
し
さ羞（

前
四
三
）　

可は
づ
か
し羞

げ
（
中
八
五
）（
他
二
例
）　

可は
づ
か羞

し
げ
（
前
一
一
七
）

　
　

可
愧　
　

可は
づ
か
し愧

か
ら
ん
（
前
九
八
）（
他
一
例
）　

可は
づ
か愧

し
く
（
中
七
三
）

　
　

可
耻　
　

可は
づ
か
し耻

い
（
続
々
八
八
）　

可は
づ
か耻

し
い
（
中
四
一
）

　
　

物
可
恐　

物も
の
お
そ
ろ
し

可
恐
き
（
後
一
四
三
）　

物も
の
お
そ
ろ

可
恐
し
げ
（
続
々
一
○
）

　
　

可
笑　
　

可を
か
し笑
い
（
前
三
六
）（
他
六
例
）（
他
「
可
笑
な
」
一
例
あ
り
）。　

可を

か笑
し
（
後
八
九
）
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活
用
語
尾
に
だ
け
送
り
が
な
を
送
る
と
す
れ
ば
、
①
と
な
る
が
、
現
在
は
読
み
や
す
さ
の
兼
ね
合
い
で
②
の
「
し
」
か
ら
送
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
③
を
含
め
、
紅
葉
の
試
行
錯
誤
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

　

全
体
と
し
て
、
初
め
の
ほ
う
で
は
「
き
」
ま
た
は
「
い
」
し
か
送
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
後
に
な
る
ほ
ど
「
し
」
か
ら
送
る
、
と
い
う

傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
作
品
全
体
で
は
パ
ラ
ル
ビ
で
あ
っ
て
も
、「
可
―
」
型
の
形
容
詞
に
は
全
て
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ル
ビ
な
し
で
は
読
め
な
い

場
合
が
あ
る
、
と
の
判
断
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
、
ど
れ
だ
け
送
り
が
な
と
し
て
送
ろ
う
が
、
読
み
や
す
さ
に
は
関
係
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
３
節
で
も
触
れ
た
が
、
紅
葉
は
晩
年
に
近
く
な
っ
て
形
容
詞
の
「
可
―
」
型
表
記
を
減
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

全
体
と
し
て
、
晩
年
に
近
づ
く
ほ
ど
送
り
が
な
は
多
く
し
、「
可
―
」
型
の
形
容
詞
表
記
は
減
ら
し
、
結
果
と
し
て
現
代
で
の
一
般
的
表
記
に
少

し
近
づ
い
た
、
と
い
う
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。　

６
．
近
代
の
他
作
家
に
み
る
「
可
―
」
型
の
形
容
詞
表
記
に
つ
い
て

　

さ
て
、
玉
村
文
郎
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
幸
田
露
伴
『
五
重
塔
』
に
は
次
の
よ
う
な
「
可
―
」
型
形
容
詞
の
表
記
例
が
あ
る
。

　
　

○
千ち

ゞ々

に
砕
く
る
心
の
態さ

ま

の
知
ら
れ
て
い
と
ゞ
可い

ぢ
ら憫

し
き
に
、（『
露
伴
全
集
』
第
五
巻
２
２
０
頁
、
岩
波
書
店
）

　
『
五
重
塔
』
は
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
作
品
で
あ
り
、
紅
葉
の
初
期
作
品
、
例
え
ば
「
わ
か
れ
蚊
帳
」（
明
治
二
三
年
）
の
次
の
年
に
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刊
行
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、「
可
―
」
型
の
形
容
詞
表
記
を
使
用
し
た
の
は
紅
葉
一
人
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
多
用
し
た
の
は
紅
葉
一
人
だ

と
は
と
は
言
え
よ
う
が
。

　

ほ
か
、
露
伴
の
他
作
品
な
ど
も
検
討
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
紅
葉
の
作
品
よ
り
後
と
な
る
が
、
二
葉
亭
四
迷
の
作
で
は
「
可こ

は怕
い
」「
可お
つ
か
な
い怕」（「
平
凡
」
明
治
四
○
年
・
一
九
○
七
）
と
い
っ
た
例

も
見
ら
れ
る
。

〇
何
と
な
く
奥
底
が
見
透す
か

さ
れ
る
か
ら
、祖
母
が
何
と
言
つ
た
つ
て
、些ち
ツ

と
も
可こ

は怕
く
な
い
。（『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
第
一
巻
、４
２
４
頁
、

筑
摩
書
房
）

〇
急
に
何
だ
か
可お
つ
か
な
く怕な
つ
て
き
た
。（
同
、
４
２
４
頁
））

　

後
年
の
作
で
は
島
崎
藤
村
の
作
で
は
「
可い
た
い
た傷

し
い
」「
可い

た
ま傷

し
い
」（『
新
生
』（
正
七
～
八
年
・
一
九
一
八
～
一
九
一
九
）
と
い
っ
た
例
が
見

ら
れ
る
。

〇
一
頃
の
や
う
に
恐
ろ
し
く
神
経
の
尖
つ
た
、
可い
た
〳傷〵

し
い
調
子
は
彼
女
の
手
紙
の
中
に
無
か
つ
た
。（『
藤
村
全
集
』、
第
七
巻
、
２
４
３
頁
、

筑
摩
書
房
）

〇
延
び
よ
う
〳
〵
と
し
て
延
び
ら
れ
な
い
彼
女
の
内な

か部
の
生い

の
ち命

の
可い

た
ま傷

し
さ
を
語
る
か
の
や
う
で
も
あ
つ
た
。（
同
、
３
０
０
頁
））
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ほ
か
、
近
代
で
の
他
作
家
で
「
可
―
」
型
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
、「
可
笑
し
い
・
可
愛
い
・
可
哀
そ
う
・
可
憐
」
な
ど
の
語
以
外
で
使
用

さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
語
が
ど
の
年
代
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
も
課
題
だ
と
考
え
て

い
る
。

７
．
お
わ
り
に

　

和
語
に
漢
字
を
宛
て
る
、
紅
葉
の
努
力
は
、
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
近
代
日
本
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
か
、あ
る
い
は
意
味
な
ど
な
い
と
い
う
結
果
に
終
わ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
和
語
に
漢
字
を
宛
て
る
意
味
の
重
要
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
作
家
、
小
野
不
由
美
の
作
品
に
「
可お

か怪
し
い
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
。

〇
阿
選
が
登
極
し
た
経
過
は
い
か
に
も
可お

か怪
し
か
っ
た
。(

『
白
銀
の
墟お

か　

玄く
ろ

の
月
』（
一
）
６
５
頁
、
２
０
１
９
年
、
新
潮
文
庫
）

　　

ど
こ
か
中
国
を
思
わ
せ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
で
あ
り
、
あ
え
て
中
国
風
の
表
記
と
い
う
こ
と
で
「
可お

か怪
し
い
」
と
い
う
表
記
を
選
ん
で
い

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
今
後
、
注
目
し
て
い
き
た
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
は
第
１
１
８
回
漢
字
漢
語
研
究
会
（
二
○
一
九
年
八
月
一
日　

於
：
早
稲
田
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
の
質
疑
応
答
で
、
様
々
な
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
例
え
ば
、
玉
村
論
文
に
あ
っ
た
「
近
代
中
国
語
の
表
記
」
の
影
響
と
い
う
こ

と
で
は
、
橋
本
行
洋
氏
に
指
摘
い
た
だ
い
た
、
白
話
小
説
等
で
の
語
列
の
確
認
が
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
。
ま
た
木
村
義
之
氏
に
指
摘
い
た

だ
い
た
読
本
で
の
調
査
も
検
討
課
題
と
な
る
。
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他
、
笹
原
宏
之
氏
の
ご
教
授
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
今
後
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
文
学
部
・
文
化
創
造
研
究
科
教
授
）


